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「海からのメッセ－ジ事業」は、従来からこれまで行ってきた事業でしたが、当事業を通じて青少年の生きる力
の向上に対してより有効なプログラムを提供し、また、長期自然体験活動を通して心に悩みをもつ青少年の自立を
支援するという狙いで行っています。
当事業は、ここ 2年間は、新型コロナウイルス感染症や台風等の影響で当初予定していた長期自然体験活動を

実施することができない状況が続いていました。今回は、7月 23日（火）～ 28日（日）の 5泊 6日の行程をや
り遂げることができました。何よりも参加した子どもたちの頑張りや努力があり、また、気象条件やご支援いただ
いた皆様のおかげでカヌ－で錦江湾を横断して無事にゴ－ル地点の指宿まで辿り着くことができました。
5泊 6日の行程は、次のとおりでした。初日は、新城海の家（以下「海の家」）でカヌ－の漕艇練習を行い、2日目は、

海の家から荒平天神までカヌ－で移動しました。3日目は、荒平天神から鹿屋体育大学海洋スポ－ツセンタ－（以
下「海洋スポ－ツセンタ－」）までカヌ－で移動した後、同センタ－で SUP等の海浜活動を行いました。4日目は、
海洋スポ－ツセンタ－から神川海岸へカヌ－で移動しましたが、風が強かったため救助艇でカヌ－を曳航する場面
もありました。5日目は、神川海岸から指宿までカヌ－で錦江湾を横断する日がやって来ました。結果として誰一
人リタイアすることなく全員無事に横断に成功しました。6日目は、指宿から海の家へフェリ－・バスで戻りました。
子どもたちのアンケート調査結果において、当事業で一番印象に残っている点では、やはりカヌ－で錦江湾を

渡り切ったことが一番印象に残っているとの感想が多かったです。また、最初は、カヌ－の練習で流されたり、別
のカヌ－とぶつかったりする等があったが、段々カヌ－の漕艇にも慣れて最後には、別のカヌ－とも接触すること
もなくなり、他の仲間とも仲良くなれたとの感想もありました。
子どもたちが今年の酷暑の中でカヌ－で錦江湾の横断に挑戦する前後の様子やアンケ－ト調査結果を踏まえる

と、長期自然体験活動を通して今後の子どもたちの生きる力の向上や自信につながっていくことをより一層期待す
るところです。
事業の研究テ－マは、昨年に引き続き、連携いただいている海洋スポ－ツセンタ－と相談しまして、①長期自

然体験活動が小中学生の生きる力に及ぼす影響、②カヌ－活動における小中学生の水分補給状況と適正水分摂取量
の解明、③長期自然体験活動が小中学生の自己肯定感に及ぼす影響としました。①は、事業実施前後にアンケート
調査を行いました。②は、カヌ－活動前後に体重測定と摂取水分量測定、及び就寝時の脱水状況を把握するため、
就寝前と起床後に体重測定と摂取水分量測定を行いました。また、③は、事業実施後に子どもたちと保護者にアン
ケ－ト調査を行いました。
今回、得られた測定デ－タやアンケート調査結果は、長期自然体験の意義及び熱中症対策等安全に長期自然体

験活動を行うための事例として広く関係各所に展開したいと考えています。
最後に、昨年に引き続き、今回、当事業に不登校など、心に悩みを持つ児童生徒が参加していることから、スタッ

フ、ボランティアを対象とした講義を担当いただきました鹿屋体育大学の森司朗様、当事業の企画運営委員会委員
長やカヌ－等の指導面でもご協力いただきました鹿屋体育大学海洋スポーツセンタ－長の中村夏実様をはじめ、榮
樂洋光様、笹子悠歩様、坂口陽平様、また、当施設の教育事業や海浜活動等においてもご指導いただいています江
口智昭様、法人ボランティア 3名の皆様には、6日間ご支援ご尽力をいただきました。さらに、当該事業を実施
するに当たり、関係機関・団体・企業の皆様から多くのご支援・ご協力をいただきました。深く感謝申し上げます。

国立大隅青少年自然の家　所長
吉松 純昭
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